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— 06 —— 07 —
第１　長崎港周辺図　酒井喜煕書国立公文書館所蔵『皇国総海岸図』第 4 舗（昭和礼文社、１９９４年）
　　　長崎港口に高鉾島が見える。






















































































　　                      　　　　　  同心
         　　川口源左衛門様　与力両人鈴木弥二（次）右衛門































































































































































—  ——  —
や沈荷物を回収して長崎に送る作業が残されていた。







   何そ無之、白鉛少々取上ｹ申候、是も目録ﾆ
　て相送ﾙ、扨又沈荷物打上ｹ申事可有之
　哉と、濱ﾆ番人付置人ｦ不寄、所之者も濱ﾍ

























































   船道具は１３反帆２艘に積み、引舟２艘宛をつけた。


































   与力衆被帰候とて、中途ﾆて支度致替御礼ﾄ
　　両御奉行様ﾍ二郎右衛門罷出候、則御前
　ﾆ被召出、御返書御渡被成候ﾆ付、早速長崎
































































































































（２）この時の大通事、小通事は、宮田 安先生によると、大通事林道栄 (60 ｰ 708)、小通事西村
七兵衛 (6 ｰ 69) である。（宮田安『唐通事家系論攷』長崎文献社、979）「大通詞」「小通詞」
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